
 

令和８年６月23日（火）に組合会が開催され、令和７年度の決算が承認されました。

●長期経理では、年金に係る事業を行っています。  

●収入総額は4,948億円、支出総額は4,778億円となった結果、収支差引でプラス170億円となりました。

●年金受給者数及び組合員数※の推移は、平成19年度以降、年金受給者数が組合員数を上回る状況

　が続いています。

　（※　長期給付の適用を受ける組合員）

　長期経理

 ●団体数は、東京都１、特別区23、その他組合等８の合計32団体です。

 ●被扶養者数は、令和６年度より631人減少し、96,067人となりました。

 ●組合員数は、令和６年度より3,504人増加し、172,460人となりました。

令和７年度決算の概要

　団体数及び組合員数等
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組合員数、被扶養者数の推移（単位：人）

組合員数 被扶養者数

年金給付
2,126

厚生年金

拠出金
1,365

基礎年金拠出金
803 その他 484

収支差額 170

掛金・負担金

2,359
厚生年金交付

金等 1,702

運用収入等 887

億円

年金受給者数・組合員数の推移（単位：人）長期経理の収支状況（単位：億円）

収 入 4,948

支 出 4,778

令和

億円

組合員数等
令和８年３月31日現在

区分 令和７年度 令和６年度 増減
人 人 人

組合員数 172,460 168,956 3,504
被扶養者数 96,067 96,698 △ 631

団体数
令和８年３月31日現在

令和７年度 令和６年度 増減
団体数 32 32 0

136,607

120,681 124,724

133,731

122,793

152,370
159,502

156,505

平成17年度 25年度 令和元年度 7年度

組合員数 年金受給者数



 ●短期経理では、医療給付及び介護保険等に係る事業を行っています。

 ●令和７年度は、短期分財源率を引き上げ、介護分財源率を据え置きました。
　※短期分9.260％、介護分1.864％

 ●収入総額は1,245億円、支出総額は1,176億円となった結果、収支差引でプラス69億円となりました。

　短期経理

　福祉経理

掛金・負担金

1,026

介護掛金・負担金 121 その他 98

億円

短期経理の収支状況（単位：億円）

収 入 1,245

医療費等
599

拠出金
370

介護納付金 104 その他
103

収支差額
69

億円支 出 1,176

組合員一人当たりの医療費等（共済組合負担分）の推移（単位：円）

299,443 

329,442 330,671 337,140 347,145 

3年度 4年度 5年度 6年度 7年度



   保健経理

借上施設等の稼働実績 （単位：箇所、人）

シティ・ホール診療所利用実績 （単位：人）

85,275 74,068 11,207

区分 令和７年度 令和６年度 増減

延べ患者数 27,244 27,308 △ 64

※借上施設等とは夏・冬季施設、リフレッシュ施設及び島しょ勤務者向
けの都内宿泊施設を言います。

区分 令和７年度 令和６年度 増減

施設数 742 780 △ 38

利用人数

人間ドックの健診実績 （単位：人）

健康づくり支援 （単位：人）

特定健診・特定保健指導の実施状況 （単位：人）

区分 令和７年度 令和６年度 増減

人間ドック 18,551 17,134 1,417

区分 令和７年度 令和６年度 増減

委託体育施設 202,482 196,694 5,788

区分 令和７年度 令和６年度 増減

特定健診(被扶養者等) 6,337 6,505 △ 168

特定保健指導 6,422 6,241 181

箱根路開雲利用者数

※令和６年度は計９日間、令和７年度は計３４日間休館

アジュール竹芝利用者数

宿泊

宴会・会議

人間ドック（日帰り）

※上記各表の人数は年間延べ利用者数

    宿泊（保養・会館）経理

618 820

41,815 △ 3,747

1,438

38,068

(44組） （21組） （23組）

区分

区分

健診
関連

特定健診・特定保健指導

10,635

439

10,422 213

438 1

宿泊
関連

23,306

婚礼

令和７年度

53,125

△ 889

52,471 654

（単位：人）

令和６年度令和７年度

（単位：人）

令和６年度 増減

利用者数

増減

22,417

●宿泊経理では、箱根路開雲とアジュール竹芝の運営を実施しています。

●箱根路開雲（保養事業）の利用者数は、令和６年度と比べて889人減少し、22,417人となりました。

●アジュール竹芝（会館事業）の利用者数は、令和６年度と比べて、宿泊関連における宿泊区分では654人増加し、53,125人とな

りました。また、婚礼や人間ドック等の健診関連で増加となっている一方、宴会・会議の区分では減少しました。

●保健経理では、人間ドック利用助成のほか、運動習慣づくり支援としての委託体育施設利用、夏・冬季やリフレッシュ宿泊施設

の借上げ、シティ・ホール診療所の運営等を実施しています。

●人間ドックの利用者数は、助成年齢を３５歳以上から１９歳以上に引下げ、節目ドック対象年齢の拡大（５５歳、６０歳を追加）な

ど助成内容を充実したことを受けて、令和６年度より増加しました。


